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Ⅰ　学校評価の基本的考え方

新学習指導要領や完全学校過5日制の実施という教育改革の中で，学校は積極的に保

護者や地域の方々と連携協力した開かれた学校づくり－を推進し，地域の学校として特色
ある教育活動を展開していくことが求められています。

そのためには・地域の公の教育機関として学校自らが，産営責任や結果責任を明確に

し・保護者や地域の方々のニーズや意向を把握しながら，その協力を得て学校運営が行

われるような仕組みを整備する必要があります。この仕組みが，組織マネジメントの発
想を学校運営に取り入れた目標管理による学校評価システムと貰えます。

言い換えれば・学校運営における自己評価・自己点榛の在り方，保護者・地域の方々

に対する説明の方法と学校経営への参画の在り方についてのシ不テム唯が，各学校にお
いてさらに整備されることが望まれていることとなります。

1　学校評価のねらい

教育課程や指導計画そして指導方法等を絶えず評価し，具体的な成果や改善策を提

示することは，公立学校の課題であり責務であると言えます。そうすることにより保

護者や地域の方々に支持された開かれた学校づくりを進めることが可能となります。

評価結果を公表することは，無責任な批判を受けることではありません。それ軋

保護者や地域の方々と学校教育の在り方について共に考え話し合う場の新たなきっか

けづくりという意味を持ち，教職員の意帝改革と学校活性化への期待を高めるもので
す。

（1）学校の自主性・計律性

児童生徒の実態や地域に根ざした特色ある学校づ．くりを，主体的・積極的に進め

るとともに・学校の自主性・自律性を確立するため，学校裁量権の拡大や学校運営

組織の見直しが様々な答申等で提言されています○このような主体性の尊重に伴い，
学校運営の透明性や結果責任・説明責任が求められています。

つまり，学校の自主性・自律性の確立の基本条件として，学校評価を機能させて
いくことが求められていると言えます。

（2）　開かれた学校づくり

①・自己評価と公開

児童生徒の成長は学校だけで育まれるものではありません。だからこそ学校が

自ら・教育活動の趣旨や目的を保護者や地域の方々に明確に説明し，その結果に
ついて責任を持ち，成果をアビニルしたり∴閉居点を明‾らかに
とが必要となります。

したりしていくこ

学校の閉鎖性を払拭し，学校評価を土台に，学校・保護者・地域の方々が互い

に話し合っていけば・それぞれの立場で果たすべき役割が見えてくることでしょ

う。このような取り超みが学校・保護者・地域のパートナー意識を高め，支持さ

れ愛される学校，真の開かれた学校実現への力となっていくものと患います。
②　保護者や地域の方々のニーズへの対応

学校教育活動が，保護者や地域の方々のニーズに対応しているかについて点検

することも，学校改善のためには必要なことです○時に，よかれと思って実践し

たことが，保護者や地域の方々の誤解や不満を招くことがあります。その原因と
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して，説明の不十分さということもありますが，ニーズに合致していないという

ことも考えられます。このため，保護者や地域の方々の要望を把握したり，教職

負と保護者等との思いの

可欠です。

「ずれ」を発 見していくことも開かれた学校づくりに不

2　期待される効果

学校評価の実施と公開には，保護者や地域の方々とのパートナーシップを高めるば

かりではなく，外部からの刺激による教育活動の活性化，教育活動の客観的な見直し

を重した教職員の夢琴改革，評価＿システム整備による新たな校内組織の開発などの効
果が期待されています。

（1）教育活動の活性化

学校評価の公開により，学校・保護者、・地域の方々が相互‡；理解を深め，協力体
制を築き上げることにより，それぞれの教育機能が活性化します。また，教育活動

を客観的に評価することにより具体的な課題が明確に・なり，教育活動そのものが活

性化することにもなります。

（2〉　教臓員の意蔵改革

学校評価は，自分の姿を見直す機会であり，評価の過程を通・じて教職員の意識改

革の場となるものです。つまり，学校評価の公開によって得られる評価する儲から

評価される側への意識の転換は，教職員の学校評価に対する認識を確実に変えるも

のとなります。

その上で，学校評価を客観的な基準に基づきながら継続的に総括していくならば，

教職員個々の能力開発にもつながる営みとなることでしょう。

（3）新たな校内姐撥の醇発

組俄マネジメントを踏まえた実効性のある学校評価システムを整備するには，既

‾存の校内組織・体制－を見直す必要性がありますiそこでは，建一営戦略を的確に立案

し評価する新たな校内紐魔の開発が学校評価を通して進められることになります。

また，学校評価の推進組織（学校評価委員会など）を設置することも，学校評価を

効果的一に推進してぃく一上では重要な要素となります。－

3　　r自己評価」と「他者評価j　の考え方

にかかわる一用語－「と－して－，－－f内部評一価・外細評佑－－・自－一己評価・第三者評価」

など様々使用されていますが，それぞれ以下のようにとらえ，本資料では，r①自己

評価」と　r②他者評価（ウの第三者評価を除くア・イ）j　について説明しています。

G）自己評価（教職員による評価）

学校単体（教育活動を行う主体）が，その構成員である教職員により自らの教

育活動等を評価する。これは　r内部からの評価Jに位置付く。

②　他者評価（教職員以外の者による評価）

ア．児童生徒や保護者・地域の方々からの評価

学校単体（教育活動を行う主体）が，教職員自身による評価（自己評価）

に客観的・多面的な視点を取り入れるための判断材料を得る取組として，児

一2－



童生徒や保護者等から教育活動について意見を求める。

この場合・児童生徒による評価はr内部からの評軌と位置付けるが，保

護者・地域の方々については，ケースによってr内部・外軌に位置付くた

め，その評価もr内部からの評価Jとr外部からの評価jの中間に位置付く

ものと考える。例えば・保護者・地域の方々が教育活動を実施する当事者と

してその運営等に参画していた場合などは，内部的な立場としての評価者と

なるが，それ以外は外部的な立場からの評価者となると考える。
イ・外部組織lこよる評価（学校が評価者を選ぶ）

学校（教育活動を行う主体）が，学校外部（教育活動を行う主俸と別の主

体）から評価者を選定・組織イれ，学校評価を実施するもので，これは「外

部からの評価」となる。例えば，学校評議員を評価者とする場合などは，こ
れに該当する。

ウ・第三者評価（学校以外の主体が評価者を選ぶ）

学校（教育活動を行う主体）以外の主体が，評価を専門とする外部組織（教

育活動を行う主体から独立した専門組織）を評価者として選定し，学校評価

を実施するもので・「外部からの評価」となる。現在，大学等において実施
している。

4　学校評価の流れ

学校評価の基本的な考え方を図に示すと次のようになります。

PLAN　→DO

＜学校経営計画＞
CHECK一∵rr

＜学校評価＞ ＜公表＞

ACTIONイ改善・見直し）

－3－

・
・
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5　マネジメントサイクルを取り入れた学校評価

開かれた学校，特色ある学校づくりに向け，従来の【P－D－S】の方法をさらに強化

したものとして，次のような〔Pl弧－D o－C h∝k－A ction〕のマネジメントサイクル

を導入し，変革への姿勢を明確に示すことが大切です。

恒∵l亀扁…学校経営計画の立案

′●’■－■■■‾‾…‾…‾‾‾‾‾‾‾‾‾…■‾－－‥－‾‾ヽ

◎学校教育目標

J

O具体的目標

実践目標

1

年度重点努力事項

（具体的方策）

・教育計画，教育課程

の編成等

校長による基本方針の提示
1

・校務分掌，学年，個人での検討

1

・学校評価委員会（仮称）で鱒検討

1

・職員会議での共通理解

1

・校長による決定

1

し●‥＿＿＿＿＿＿＿、…＿＿＿●＿り＿＿＿‥…－＿J

妃薫真義：：直夜宴こ：強襲萎五重：≡転義義

A令t　毛色れ …改善に向けて

直扇…実践
教育活動の展開

中間学枚評価の実施

具休的な教育活動の

達成基準の修正

・教職員の意識改革

・学校運営の課題と改善の方向の明確化

1

箆薫真東二亙護葺こ海嶺萎互孝三蚕室藁

《自己評価》　　；《他者評価》

○教職員全員による；○児童生徒，保護者，地域の方々からの意見

評価表等での評価　…　○学校評議員からの意見

上」
・校務分掌，学年での検討　●

1

・学校評価委員会（仮称）での検討

1

・職員会議での共通理解

1

・校長による評価結果の総括

ー4－



自己評価の在り方

1自己評価の運用手順（PDCAサイクルによる流れ）

Pla n 【計画する投臆】

（り学校評価の指標となる具体的な内容を備えた学政教書目標の設定［3～4月】

アー学校のすべての教育活動は・学校教育日一標の達成を日経して展開されていま尋㌔

したがって・その目標がどこまで達成されているのか，、ぁるいはどの部分が達成

されていないのかという評価を少なくとも年度に一度は行い，そこから現在の課

麿を明らかにし，次の段階若しくは次年度に向けて改善の努力をしていくという

ことが大切になります。そのためには，学校評価の指標となるような教育目標が
設定されていることが必要です。

また・開かれた特色ある学校づくりのためにも，阻確で分かりやすく具体性の

ある教育目標を設定し，それに基づいて学校評価を行い，それらを一連のものと
して公表していくことが大切です。

イ　このことから；年度当初に・学校評価の指標となるような具体的な内容を備え
た学校教育目標を設定することが望まれます。例えば・・．

①基本目標（教育目標，目指す児童生徒像など）
恩

②具休的目標（教育目標などを具体的な形にしたもの）
阜

③目標達成に向けた実践目標＝厨厨の虜点
・欄駐

④具体的方策としての年産量点努力事項；厨好の粛点

一致値型目標やスケジュール型目棲の設定一

つまり，

①一般的には抽象的に表現ざれてい るいわゆる「教育目標」の下に，

②それをより「具体化した下位目標（具体的目標）」を設定していく。

③さらに・その目標達成のための具体的行動を促すような「実践目標Jを
設定しておく。

④また・それらの教育活動が実際に展開される場面（例えば，「教科指導」

「特別活動Jイ総合的な学習J†生徒指導j「進路指導」「道徳指導」等）

を想定して・「具体的方策としての年度重点努力事項」を策定する。

…［3の「学校評価の指標となる学校教育目標の様式軌（P．9－10）を参照］

このように構造的に設定されていれば，教職員個々人の・目標・計画にもつなが

りやすくなり，またそれが学校評価の際の，評師め観点ともなります。

一身扶助方策としての年産量点努ガ事項Jを策定する場合，可鹿な領観におい

てはこ　数値型の目標を簸定した玖∴スケジュール蟄ぬ廠操を設定し七・りすること
．　．・▲　＿　　　　　　　．■・．

が有効です。より濱体的な自壊鼓定となるだけでなく㌧廟
㌦

、成上　を具体的にとらえることができ＿ます

…［5「数値型目標の例」6　rスケジュール型目標の例J（P．13－14）を参照］

エ　さらに，目標が達成 （変容の姿）を，r実践目標」r具

体的方策としての年度重点努力事項（具体的方策）j　ごとに予め共通理解してお
くことも必要です。それが達成基準を設定するうえで効果的な資料となり，評価

が曖昧になることを防ぐことができます。

・・・E8　r達成基準の設定と評価の仕方JくP．14）を参照】

具体的には，＜「教育目標J→　r具体的目標J＞で日揮すべき児童生徒の姿を

設定（イメージ）し，その目標に関する児童生徒の実態把握をもとにして，取り

雑むべき課題を　r実践目標Jに明記することが大切です。

さらに，その日標達成に向けて取り組むべき　r実践目標j　をより具体的な教育

活動のレベルまでブレイクダウンして，「年度重点努力事項（具体的方策）j　を

決定していきます。その際，r年度重点努力事項（具体的方策）j　はr実践目標j

を達成するために必要な諸教育活動の中から，その日標達成に特に影響の大きい

象徴的な教育活動をピックアップして設定するようにします。

≡＝≡≡≡
目標に関する

児童生徒の実

目標達成に影響の大きい

教育活動 をピックアップ

オ　「実践目標Jや　r年度重点努力事項（具体的方策）Jの設定には，できるだけ

多くの教職員が学校運営 のもとにかかわ り，教職員一人－

人がそれぞれの校務分掌や役割に応じて，目標実現に向け積極的に努力する体制

をつくることが重要です。

く2）学校評価推進組織（例：学校評価委員会）の設置・・・［4～5月］

年度始めの早い時期に，学校評価を推進する校内組織を立ち上げ，学校評価の方

法や内容（評価表も含め）を決め，教職員の共通理解を図っておくようにします。

－6－



【実行する段階】

（3）目標実魂に向かって実施計画のもとに教育活動を行う。

（4）中開評価の実施‥・1学期末［9～10月］

教育目標（特に「実践目軌やr年度重点努力事項（具体的方策）」）に照らし

てこれまでの実践内容を検討し・改めて目指すべき目凛の確認とその方法の再検討，
あるいは，必要があれば修正を加えていきます。

①達成基準に照らして教育活動の進捗状況を具体的に確認する

②上記①の結果を受けて目標の確認と実現方法の再検討をする

③必要に応じ達成基準の修正をする

ただし，この場合， 目棲達成が難しいから基準を下げるといったような

安易な修正ではなく，修正の理由が明確であることが大切です。

C h e c k 【評価する段階】

（5）年度末学校評価の実施‥・［12～3月〕

①　教職員全員で・（個々人が）学校評価表を使って評価します。
目標につい ての評価

学校教育目標の達成度をみるためには・その「実践目標」r年度重点努力事

項（具体的方策）J等について・それらが具体的に展廟される教育活動場面（例

えば・r教科指削「特別活動」r終合的な学習J「生徒指導Jr進路指軌「道

徳指導Jなど）を評価項目として設定して評価する方絵が有効です。

r実践目刺r年度重点努力事項は体的方策）J等がきちんと設足されて
あれば，それがそのまま評価の観点となります。

‥・［4のr学校教育目棲に関する自己評価表の様式軌（p．11～12）を参照］

の他の教育計画に ての評価

○教草琴程の具体的な鱒威と裏施に関する虜些

例えば・r必修教科・選択教科・道徳の時間・特別活動・組合的な学習の

時間の指導J，「生徒指導J「進路指導」「年間授業日数及び年間
授業時数Jr体育・保健・安全の指導」など

○教育課程の編成と葵壕を支える諸条件に関する垣些

一7－

㌢

Nよ

こ‘∴・・」J

例えば，r経営・組織」r研究・研修」r情報」「施設・設備」r出納・経理J

r開かれた学校Jなど

これらの評価の方法については，校内の分掌組織との関係から評価項目を設
定することで，その後の分掌組織毎での評価検討がやりやすくなるということ

があります。

それぞれの学校の実態＿に応じて，工夫することが大切です。

り　匪彿方商

・段階評価……A（かなり達成できた），B（ほぼ達成できた），C（あまり達

成できなかった），D（達成できなかった）などの4段階が有効

です。

・評価点評価…100点満点の60点といった点数を付ける方法もあります。

・記述式評価…評価結果を詳細に表現することができる反面，公表の際，保護

者等に分かりにくいものになるという短所があります。

②　集計結果を参考に校務分掌や学年で検討し分析します。

③　その分析結果を職眉会議で共通理解を図ります。

◎　校長が評価結果を総括し，それを児童生徒・保護者等に公表・説明します。

A¢　tio n 【改善・更新する段階】次年度への取組課題づくり

（6）年度末の評価を踏まえて，次年度への課題を整理する。

①何を具体的に取り組むかまで検討します。

②今年度の教育活動の実施状況を振り返り，次にはさらに教育活動を充実させて，

成果を向上させるための取組です。

③このことを，次の新たな〔亘ら三二）につなげていくようにします。これは学校
運営の改善や目標等の更新として位置付けることができます。

2　学校診断的な自己点検・自己評価

また，数年ごとに巻末資料にあるような学校診断的なチェックリストなども活用し

て自校が抱える課題等の発見に努めることも大切です。



基　 本　 自 ＿　櫻 具 ＿‘体　 的　 目　 標 、
　　　　　 口　　　　　凹

【∃標 遠 戚 lこ 向 ■iナ た 実 牢妾‖∃り　　　　　ロ　　　　　q

l．

○学習指導要簾
rヽ屯∴′ヽ1n川ヽ ‾‘音節と椒 合う一体験を通して、百然のすばら‾‾しき▲‾

美しいものた感動する生徒を育成する。 　　　　　　　　　　　　 司

、人間と自然め共生歯鼠 自然を護り育セることの‾O r仙台まなびの杜2 1j 性についてめ認識を高める。　　　　　 ：

一触台市教育ビジョンー

O r学校数青 ■総連の指針と指導

の重点J
○文科省間係各審議会答申等

・芸術や文学作品などに鱒興る捜会を多くす争∴ ：　　　　　　－．l‾　　　　　l十

2．他人の心ゐ痛みがわかり、協調性や連＿　一 －
　　　　　　　　　　 □

・行事や学級活動、■生徒会活動を遺して、心の嘩巧

　 8 ‾‾

【撃 変数育目標I

・叢感に虚む生徒を育成する。 人間関係と温かさに満ちた学険生活をづくり上略

．．・撃恥 を育て声帯動を育成する∴　 二：‾▼　　　　　　l

3．基本的な生活習慣を身に付け、きまり
　　　　　　　　　　　　 二’l
・中学生としての色覚を持たせる。－　　 ．：

1 ．生徒の食性を尊重し、自主性 を守 り、心身ともに建やかな生徒を育成 －・那 軸 鼓やF T A 括軌 ま毎 醜 由 轟料 を療育 ＿

－　を培い、本校の中学校生徒とし する。 ノ　会を草して家庭や地域との連続を深め＿る∴　 ：

ての誇りと連帯感を高める。 一丁幽 衰全教育の充実に努める。‾　 ；　　　　　　　　　　口

2 ．健康で豊かな心情と創造性に

富む人間の育成に努める。

・諸活動を通して心身をきたえる。　　　 ●　　　　　　　　　　　u

4 ．自律の心で、自主的に活動する生徒を 　　　　　　　　　　　　 ‾ト
・学級や生徒会の活動を活発にして、‾自主郎細雪鱒：

迅

l目指す生徒像l

1．豊かな心をもち、思いやりの

ある生徒

2 ．身体を鍛え、進んで活動する

育成する。 と行動を育てる。 ．：∴－

・癖 甲ねらいの焦尉 ヒを図り・、具醸 嘲
（生徒が何ができればよレ「のかを明確にする・）－■句

すも ・　 ‾：・＿　　円　　u　l

5．奉仕の心をもち、自ら勤労に取り組む 　　　　　　　　　　　 l
・地域社会や校内における奉仕活動を適 して、念癒

生徒を育成する。 の変化につながる指導に努める。　　　　　 ‾；

生徒 ・夷化に対する意識を高め、日常わ清捧活動を充磨．．　　　　　　　　　　d

3 ．自ら課題をみつけ、主体的に

学習する生徒

【生徒目標l

‾る．　　　　　　　　　　　　 ●　　　　　　　　　　　　　I・

6．興味 ・関心をもち、自ら学習に取り組 ′　　　　　　　　　　　　 ■
・基本的な学習習慣の確立と家庭学習の習慣化を適

む生徒を育成する。 こをi豆 り‾学賛する力ゐ向上をめぎ九 ‾；‾‾　　‖　　H　　u　　口

て睾鞠軌 基本的な内容を破動こ身に付けさせる。：　　口　　u

自ら鍛えよう
　　 l　　　 l　　　　　　　　口

・評価の基 （規）準を明確にした指導計画に基づき：

・広い心－－
を実車し∴持導■と評価の「体化を図る。 ；：

・一教科問の連携を勧 ヒーし、禽合的に学ぶ力を育てるト　　　　　　u

・たくましい身体

・一畳かな知性－－－

【目指す教鞭 】

l．たえず研修を深め、評価と反

省をくり返し新たな課題と取り

組む教師

　　　　 口

・国際理解教育を推進する。 ：　　　　口　　　　口　　　　□

7 ．自己実見を目指し、・自らの意志と責任 　　　　　　　　　　　　 n
・生徒一人一人の夢と希望をはぐくむためゐ “生き・

で進路を選択できる生徒を育成する。 　　 □
梅軒 を進める。 ：

・3年間にわたる一貫した系統的 ・継続的な指導を：
る。 ：

・情報収集と指導資料の整備を図る。 ：　　u　　u　　口　　H　　q

道

徳

指

導

1 ～7の目標をふまえ、豊かな心と
　　　　　　　　　 己

・学年の発達段階に応じた目標設定と、学級の実感 ■
2．生徒理解に努め、一人一人に たくましい身体をもち、自ら学ぶ意欲 じた指導の工夫を図る。　　　　　　　 ：

手を差し伸べる教師 と道徳的実践力を持つ生徒を育成すも ■・道徳の時間における指導を充実させる。－　　 ：

3．親や地域社会と手を携える教師 ・日々 の学校生活の中で、心の教育に重点をおき、：

に即した生きた指導に努める。 ：　　　　　u

l…≡±君
葦
憲

・▲書
蓄

践 骨 鱒 ・具 体 的 方 策 と し て の 草 原 畢 点 努 力 事 項 と教 育 法 勅 題 面 を構 造 的 に 示 した 例

不 、‾’年 度 ∴．の　 重 ．・革 ′努　 力　 事 項 ・ （具 体 的 方 琴 ）

逐 教　 科　 指　 導 ■特　 別∴蕗 勒 ∴ 組 合 ．的 な 学 習 、生　 徒　 指　 導　　　 進　 路　 指　 導

ネ

藍

i

試

馨．
tJ汁

‾⊥‾各歓呼で自＝弼 轟 こ
∴；‾‾鮨 美事軒 甲感性や理

‾■∵ 自然体験を取‾り入れた環

．関する学習を、2回以阜

、‾実施する

・毎凡 1 冊以上の聯 －

品を読むよう楕尊する

解 を高める羊とを日指

守 た作業や体験等を実

■．・施す争 、■

†、ゴミ¢分別 を実施する

境学習 を素敵 る ■

・地域と結びついた学習機
会を設定す争

・異学牢交洗車取 り入れた‾

、グ／レープ学習を実施する

・命をテー⇒ と‾した学習め

十

∃▲㌣

・′

・’l†じめや 不登校をデー

マ と■した学級活動を学

期 ■．i 甲以上実施する

嗟

＋十

圭

て∴

ご－■・

．む．

・諸法掛 こ串I 、て 「きま

′りj ‾の意義を意鼓 させ
る′

・1たば こや薬物乱用の防

・元夷に挨拶する習慣を

徹底する

・遅刻者 を5 割減らす －

・教育鹿浜考 1 人5 層 以
上実施する止教室を実施す争 橡会を設定する

・毎週 1由 一鼓舞力向上タ

窓

昏＋

窓章

蕪．ニー■‾

十

＿・，．月－1鱒 †学級の日j を

・．疲恋 し学級め リー グ⊥
を養成する

・李早会や行事において

、＿個 々人の立場や役割を
明確に意識させる

≡‘ぺ

、・地 域わボランティア括

．動を ・5 由実施する －

専十＋

ー・月 1 固 r清掃の日J を

． 設定 し勤労の心を養 う

灘
・各自に家庭学習の日凛 ・生徒申互 の声掛けや点 ・ノーチャイムによる定

時着席め習慣化を困 る

・家庭と密に連掛 如 離 ＝
連携を強化する

・有効な土曜 日の使い方

示★＋

をもたせ r学年プフス 二嶺 活釦を虎す ・ ‾　イムJ‾‾を習癖 収 束 胞

■■3 0 分 J の習慣づけを■ する 、

■図る ・各鮒 で学習 した内容を

・癒学において少人数学 ・ 総合的な学習に生かす

習を実 施しこ‾臆に応 じ ・異教絆閉め連帯 を強化す 　 P 、一日

る・た指導を実施す る

・生徒の細 心 を引き
出す授業 をエ夫 し、‾生

る

・合科的な指導の研究と実
壊を進める

や

‾徒の授業評価の願 ‾

7 割を 目指す ・＿

∴ 各学級とも適 2 時間A

L T を活用する ・

・自分の生き方を見うめる

学習機会を設定する

弓＿の

苧め

・身近な職業について

の調 べ学習や職場訪

′問を通して、将来の
自分 を考 えさせる－

・自己理解 を深めさせ
見通 しを持 った進 路

選択をさせ る

こ応

態

・学級毎の年間指導計画を作成 し、それに基づいた授業実践を行 う

■毎朝 1 5 分間の読書活動を実施 し、重かな心を育成する

・地域の伝統芸能の継承活動 を遺 して、 日本の文化 を尊重す る態度を育成す る　 ■

　　　　　　 －1 0 －

ニ■ぎ、：
し．．＿‘■

．八一：二



　　　　　　　　　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　l

4 学 校 教 育 目 標 に 関 す る 自 己 評 価 表 の 様 式 例 …前ペ ー ジの教育 目標 に基づ いた もの

：題

：ジ瑠

登
※評 価方法；Å（達成できた），B （ほぼ達成できた）－C （あまり達成できなかった）・ D （達成できなか った）

具 体 自勺 目 標 目 標 朗 iこ 向 け た 実 践 目 標
‾圏 本 年 碩 ★・・■町膏ノ．の ・重　 点　 努 一力　 事　 項　 －（具 体 的 方 策 ） 年度への主な課淘

活　 動 総 合 的 な 学 習 平 生　 徒　 指　 導 進 ∵路　 指　 導 評
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人間と自然の共生関係、自然を護り育てることの必要′
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・各自に家庭学習の目
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海佐す

・毎週1回 一計算力向上

タイムj を習熟度別に
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5　数値型目標の例

教育活動ゐ目標や成果の中には数値化すること、になじまなし†ものもあります。し
かし，数値目標は学校が組織体として到達目標に閲す＿る琴談を明確駐兵有し－その達

成のために全教職員が具体的な行動を起こすことにつながるという点で効果が期待で
きます。数値化できるものについては，積極的に数値目標を設定することが大切です。

た蜃し，数値目標はあくまでも本来の教育目標の具現化のための一つの指標であり，
最終目標ではありません。数値目標の達成のみを目指すことのないよう，教育本来の
目標と数値目標の意味を十分踏まえた上で取り組むことが重要です。
数値目標の例としては，次のようなものが考えられます。

学 校経 営 ・P T A 総会 の 出席者 数 （率 ） 【高校 独 自ゎーもの】－

・、授 業参 観や 学校 行事 の保 護者 の 参観者 率 ・学校 開一放 蒔座 の開 講数

・学 校施 設 開放 回数 ・学区 申 中学壌 へ の 訪問 回数
・学 校■評 価 め実施 回数 ． ・中学 生 申体 験入 学参加 者 数
‾・保 護者 等へ の教 育情 報捷‾供 回数

・学 校評 議員 の活 用回数　　　　　　 なセ

教 育課 程 ■ ・■年 間め 授業 実施 時数　 ・自習 時敬 †欠点 者薮 ‾

（教 科指 導） ・少 人数 学習 の実施 数 ・B 基 準 の達成者 数 ・職業 資格 等 の取 得者数

・英 検等 の検 定合格 率　 ・A L T の活用 時数

・ゲ ス トテ ィーチ ヤー の活用 回数　　　 な ど

生徒 指導 ・遅刻 者数　　　 ●・皆 勤音 数　 ■ ・．生食 の学校 出席 率

・学校 事故 発生 数　 ・器 物破 損発 生数 ・学校行軍 ナ め生徒 参加 率

・対教 師 ，生藤 間暴 力発 生数 ・＿バイ ケや車 の違 反者 数

・授 業 離脱 発生数　 ・授 業妨 害発 生数 ・在校生 申就 業 率 （定時 制）

・喫煙 ，頭 髪 ，服装等 の 違反 者数 ・一 日の 計画 を 立て て生活 し ・

・い じめ発 生数　 ・不 登校 発生 数 ・てい・る生徒 の割 合

・教育 相談 室利 用数　 ・個人 面談 回数　 な ど

進 路 指導 ・啓 発 的体 験学 習の 実施 回数 ・大学受 験合 格者 数 ・

・外 部講 師 の招蒋 回数 ・就 職 内定率

・進 路相 敵 の実施 回一数 ・－インタ∵ンシップ 参加生徒数 ＿・

・第 1 進 路 希望 実畢 率　　　　　　　　 な ど

健 康 ・安 全 ・保 健 室利 用者数　　　 ・、朝 食 の摂 取率 ・交通事 故発 生数

・＿博康 ヤ＿r タ十和 周 回数　 †病 院っ の移送 回数　　　　　　　　　　　 ＿＿＿な ど

研 究 ・研修 ・児 童生 徒 に よる授 業評価 実 施回 数 ・授 業字平価 に よる児 童生徒 の満 足度

・教 育セ ンター 等の研 修 の参 加者 数　 ・授 業ノ公開，授 業参＿観 の実施 回数

・研 究授 業 の実施 回数 な ど

環‾　‾　　 券 ‾・毎甘 の ゴ ミの昔　　　 」‾‾‡S二‾‾6 日‾庸 達成‾率‾ ‾‾1‾‾大掃除 ‾わ‾葉蘭 画数

・地 域清 掃 活動 の実施 回数 な ど

図書 館 教 育 ・－図書貸 出数　 J 図書館 利用 率　 ・蔵 書数

・図書 ボ ランテ ィア の活 用 回数　 －　　 ・公共 、図書館 との連一携 回数　 －　－な ど－・

情報 教 育 ・コ ン ビ、ユー タ指 導可 能教 負数 （率）

・コ ン ピュー タ教 室利用 回数 （率 ），利用 時数

・イ ンタ←ネ ッ＿ト利 用 回数 （率 ）　 ・授業 での校 内＿＿L A N 活用 回数　 な ど

学年 ・学級 ・学年 ， 学級 通信 の平均 発 行 回数

・家庭 訪 問 の寒施 率　　　　 ・児童 生徒 面談 の実施 回数　　　　　　　 な ど

地域 活 動 ・ボ ラ ンテ ィア活 動参加 者数 （生徒 ・教 師） な ど

6　スケジュール型目標の例

日標管理による評価をする場合，目標はなるべく定量化することが大切ですが，定

量イヒは本来の目的ではなく を測定できるかどうかが重要となります。

このため，数量化・数値化できないものについては，スケジュール型の目標で設定

することが可能かどうか検討します。スケジュール型の目標は，計画の策定や協議会

等の実施，改善案の検討に適しています。

例えば，何月ま【でにこれをして，何月までにこうするという進捗状況の計画をスケ

ジュールにして，これを目標の達成度とすることができます。

目標例）
頑　 ・日 ・目　　　　 標

0 準 捧 持 翠 ¢ 充 実 進 路 指 導 用 の 敵 手 を 作 成 七 ， 保 護 者 に 配 布 しな が ら説

明 会 で 鱒 明 す る。、

○ 保 護 者 等 と藩 携 ‾した 保 護 者 毎 に よ る 学 校 支 援 ボ ラ ンテ ィ ア の リ ス トを 作 成

教 育 括 軌 の 産 廃 し， 活 用 を周 る＿。

7　その他の目標の例

数値型の日原やスケジュール型の目標のいずれも日額として設定するには適当でな

い場合は，定性目標として，具体的な姿（シンプトム）を設定する方法があります。

目標例）

項　　目 目　　　　標

○あいさつ運動の推進 いろいろな人と心のこもったあいさつができる。

8　達成基準の設定と評価の仕方

評価方法には，すでに説明したように，おおよそ次の3つのものがあります。

段階評価……A（かなり達成できた），B（ほぼ達成できた），C（あまり達

成できなかった），D（達成できなかった）などの4段階が有効
です。

評価点評価…100点満点の伽点といった点数を付ける方法もあります。

記述式評価・・・評価結果を詳細に表現することができる反面，公表の際，保護

者等に分かりにくいものになる という短所があります。

ここでは，そのうち　r段階評価」の場合を例として示します。

（1）達成基準の設定

達成日凛は，rB（ほぼ達成できた）Jの状態を設定することが望ましいでしょ

う。その場合，「B（ほぼ達成できた）jの状態は，r標準的な努力でできるレベルJ

とします。しかし，目標達成は学校の実態に基づいて適切に設定することが大切で

あり，どの学校もー律のものになるとは限りません。

なお，段階評価の場合，A・B・C・Dの評価をそれぞれ次のような達成基準の
レベルとしてとらえることができます。
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評　　 佃 達 成基 準の レベ ル

A （かな り達成 で きた ） 一 生懸 命や っ てで き るレベ ル

B （ほ ぼ達成 で きた） 櫻 準申 な努 力 でで きるレベ ル

C ‾（・あ ま り達成 で きな か った ） ・ち ょっ と した努 力 でで きる レベ ル

D （＿達成 セ きなか っ た） あま り努 力 をせ ずにで き る レベ ル

①数値型目標の場合

例）情報教育：コンピュータ指導可能教員数

A 7 0 ％以 上 の教 員が コ ン ピュー タを滴 用 して指 導 で き一．る

B －5 0 ％以上 の教 員が コ ン ピュー タ を活用 して指 導 で きる

C 3 0 ％以上 の 教員 がコ ン ピュー タ を活用 して 指 導で きる

・D 1 b ％以上 の・教員 がコ ン ピュー タ を活 用 して 指 導で きる

②スケジュール型目標の場合

例）進路指導：進路指導用の冊子作成

A 冊子作成が完了し，それをもとに進路覿明会を実施する

B 冊子作成が尭了し，新年度に生徒と保護者に配布する

C ー冊子作成のための原稿が全部そろって印刷に取りかかる

D 冊子作鱒のための原稿がまだ全部そろっていない

③その他の目標の場合

例）生活指導：自ら進んで考えを述べる児童の育成

A 自ら進んで相手に分かりやすく意見を述べる児童が多い

B 自ら進んで自分の意見を述べようと努力する児童が多い

C 人から声をかけられれば，どうにか意見を述べる児童が多い

D 意見を述べられない児童が多く，口調もたどたどしい

（2）評緬の仕方

「具体的方策としての年度重点努力事項」を上記（1）の達成基準により評輌した

あと，その上位目標である「目標達成に向けた実践目標」さらには「具体的目標」

の総括的評肺を行い，最後に教育活動全体の総合評緬を行うこととなります○

■・－・▲

Ⅱ　児童生徒・保護者・地域の方々からの評価

1　意見聴取と運用手痛

（1）意見聴取のねらい

学校の裁量幅が拡大され，児童生徒の学習状況や教育課程の実施状況等の教職員

による自己点検・自己評価を行い，それに基づき学校の教育課程や指導計画，指導

方法について絶えず見直しを行い，改善を図り，強い自主性・自律性を発揮して特

色ある教育活動を展開し，具体的成果を保護者や地域の方々にも示すことにより学

校の信頼を得ていくことが，学校の責務となっています。

教職員による自己点検・自己評価を独りよがりでない妥当性と信頼性のあるもの

とするためには，教職員以外（児童生徒・保護者・地域の方々）からの意見を聴取

することが必要となります。このことにより，教職員による自己点検・自己評価の

信憑性が裏付けられ，より具体的な方策や改善の視点を踏まえた学校経営方針を共

有することを通して，保護者や地域の方々の参画を踏ま‘えたr開かれた学校づく

り」を強力に進めていくことが可能となります。

なお，この場合，教職員以外（児童生徒・保護者・地域の方々）から意見を聴取

するために実施するアンケートや意識調査等は，学校が主体とならて実施する限り

においては，本資料第Ⅰ章の3における学校評価の概念規定により，「他者評価j

として位置付けます。

（2）具体的な運用の手順

学校改善のための有効な資料を得るためには，児童生徒・保護者・地域の方々そ

れぞれの場合に応じ，意見聴取の手順をきめ細かに立てていくことが必要です。ま

た，運用の際は，学校評価推進組織として校内に学校評価委員会等を設置し，教職

員による学校評価と教職員以外からの意見聴取を適切に運用するための年間にわた

る計画を検討していくことになります。

児童生徒・保護者・地域の方々から意見を聴取する場合に共通する主な手順には

次のことが考えられます。なお，以下の③～④は教職員による自己点検・自己評価

についての事項であり，⑤～⑦は児童生徒・保護者・地域の方々からの意見につい
ての事項です。また，それぞれは，同時平行して進めることもできます。

①児童生徒、地域の実態と学校教育目標の設定理由等について共通理解を図る。

②学校評価委員会等において学校評価の趣旨，内容，方法，時期等を検討する。

③教職員による自己点検・自己評価を実施し，成果や課題及び対策を学校評価委

員会等で検討する。

◎保護者や地域の方々及び学校評議員に向けて自己点検・自己評価の結果を公

表・説明し，それに対しての意見を聴取する。

⑤教職員以外（児童生徒・保護者・地域の方々）へのアンケート等を実施し，質

問や意見等を集約する。

⑥教職員以外から聴取した意見等について，学校評価委員会等で検討する。

⑦教職員以外から聴取した意見及び検討結果を公表・説明する。

⑧上記③と⑥における学校評価委員会等での検討結果を反映し，学校教育目標及

爛
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び学校経営方針等を検討し設定する。

⑨教職員以外に向けて，教育目標及び学校経営方針等を公表・説明する。

⑳保護者・地域の方々と連携を図った教育活動を実施し－，一児童生徒を育成する。

以上①～⑳までの事項を踏まえた流れ図は以下のようになります。

公表■説明と共通理傑

○学校数青白標及び学校経営方針等の説明

匝干恒
学校評価委員会等

・○自己評価の結果に対する検討　　○教職員以外からの意見についての検討

○自己評価及び教職員以外からの意見に

対する検討結果

○学校改善に向けての取組や方策等

－17－

2　児童生徒による評価

学校にせって，児童生徒の思いや廉いを把握し，それを学校改善に結び付けていく

の心の居場所となり，児童生徒が意欲的に取り組むことがで

きる学校生活を築いていくうえで大変重要なことです。

児童生徒の思いや磨いを把握するためにはト日常的な鱒れ合いやコミュニケーショ

ンを充実させていくことが一義的に大切となりますが，アンケートや意識調査などの

手法によって把握することもできます。

教師には，授業を始めとして，学校行事や人間関係など教育活動や生活の全般にわ

たって児童生徒の声に耳を傾け，学校が児童生徒にとって楽し＿く意義のあるものにな

るように，日々よりよく改善していくことが求められます。

本章では，中でも「児童生徒による授業評価」に焦点を絞って説明していくことに

します。

（り　児童生徒による授業評価がなぜ必要なのか

そもそもF授業評価Jとは授業を教授・学習過程と－とらえて，そこでの指導方法

や技術，授業の全体的過程，学習集団の在り方，教師一児童生徒一教材の相互関係
について目標に照らして評価することであり，ある意味ではr授業分析」やr授業

研究Jもこの範疇に入ることになります。

、その中でも，r児童生徒による授業評価」は，アンケートや評価表を通して子ど

もの声を聞き，それを授業や学校改善に役立てようというものです。そして，その

草本に軋r子どもにとって分かりやすい授業，楽しい授業を目指そう。」「子ども
たちの学校生括を楽しくさせたい。Jr子どもたちにそれぞれ授業の主役だという

認識を持たせ，主体的に授業に参加させたい。Jという考えがあります。ここで注

意しなければならないことは－，児童生徒による教師評価が目的ではないということ

です。この認磯がないと，『r児童生徒による授業評価jは単に児童生徒に媚びる

ものでしかない。』という誤解が生じてしまいます。

すでに，授業に対する子どもの意見を，．学期末や年度一未に放り入れて，後の指導

の参考としている先生方もいらっしやることでしょう。それを学校全体で組織立て

て実施できる方法が考えられないかということなのです。「児童生徒による授業評

価Jはあくまで，教師によるr授業評価・改善Jのi助なのです。

r指導法は生ものである。Jとはよく言われるところです。一生懸釦こ指導法を

研究し，工夫してもその指導法がかつての子どもにはうまく合っていたとしても，

‾現在∴目の前にいる子どもにほ合わな‾くなうている蓼倉が‾あり‾‾ます‾。それどころ‾か，

中学校や高校の場合は，担当したクラスによっても合わない場合があります。そし

て，教師自身がそのことに気づかない場合も多いものです。特に授業改善をまじめ

に考え，努力しそいるときほど，自‾分の授業のよさや欠点に気付かず，指導法を考

える際に袋小路に陥ってしまうこともあります。そこで，今，目の前にいる子ども

の声を直接聞き参考にすることで，授業改善を考えることが重要になります。

これからは，自ら考え，自ら学ぶ，子ども主体の授業が強く求められます。その

ためには，教師が子どもの声を聞く勇気と子どもの声を指導に反映する意欲や実行

力が不可欠になります。
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（2）児童生徒による授業評価の進め方

r児童生徒による授業評価」に取り組んでいく場合は，下表に示した点に留意し

ていくことが大切です。なお，具体的な運用についての詳細は，次の資料が参考に

なります。

①『授業評価・改善のすすめ　一子どもと共に伸びゆく先生－　』

（平成14年5月仙台市教育委員会発行・配布）

②『子どもの声を生かした授業評価・改善の研究』

（仙台市教育センター教育研究紀要「教育はいま　第9号」平成14年3月発行）

（1）′ト学校低学年などは，口頭で質問しても構いません。

（2）評価表を記名にするかどうかは，目的や子どもの実態により判断します。

○次のようなときは，無記名にします。

・記名にする必要がないとき

・発達段階や実施時期等から，記名にすると子どもが本音を書かな

くなると予想されるとき

（3）授業時間の一部を使って簡単に答えられるように，アンケート表や質

問内容を工夫します。

（4）今後のよりよい授業のために行う旨を生徒にしっかり説明し，真剣に

答えるように促します。また，生徒自身の自己評価表も入れてもよいで

しょう。

（5）質問内容に関しては、教師自身の自己評価と比較するときに比較しや

すいように項目を設定します。

次頁に中学校で活用できる授業チェック表の例を示します。例示したチェック項

目は「Ⅰ　生徒自身に関わる質問Jと「Ⅱ　授業に関わる質問J及び「Ⅲ　意見・

要望jの3つに分類されていますが，rⅡ　授業に関わる質問」では主に教師のr教

授行動j　を中心に据えて聞いているところに特徴があります。

その他，児童生徒の実態に応じて様々な工夫をしながら，チェック項目を作成し

ていくことが大切です。

授業チェック表（例）

年　組　番　氏　名

Ⅰ 生徒自身に関わる質問

質　　　 問　　　 事　　　 項 ． はい はいに近い …、えに卦、　 いいえ

①課題ノートヤプリントに積極的に取り組みましたか

②ノートをきちんと取れましたか

③真剣に話を開けましたか

－◎理解しようと努力できましたか

⑤予習を行いましたか

⑥復習を行っていますか

Ⅱ．授業に関わる質問

痩 ＿　　 聞　　　 手　　　 項 ‡まい はいに近い …、えに払、　 いいえ

①授業の進度は適切ですか

・、②先生の声は明瞭ですか ‾

③授業中の許す速度は適切ですか

◎板書や資料 （プリント）は見やすいですか

⑤質問に対して充分考える時間を与えてくれましたか

⑥質問車間題の解答を考えているとき先生から適切なアド′くイス

をもらえましたか

⑦自分の考えを発表する揚がありましたか

⑧興味を持って授業に参加できましたか

◎退屈せずに授業に参加できましたか

‾⑳授業のねらい （何を学習するか）がはっきり分かりましたか

⑳分かったことヰできるようになったこと、新しい発見がありま

したか

Ⅲ　その他意見・要望があったら書いてください。



（3）授業評価の回教と時期

授業評価の時期については，学校によっていろいろ考え方があると思いますが，

概ね次の時期が考えられます。

・‘年度末　　・学期末　　・単元が終わった時点　　・授業毎

回数が多いほど効果が上がるようにも思われますが，評価することが負担となり，

児童生徒の指導に支障をきたすようでは本末転倒です。また，継続性も間麿となり

ます。いずれにせよ，児童生徒，教師の負担にならないように配慮し，回数，時乳

方法を考え，効果的に実施していく必要があります。

（4）児童生徒による授葉評価の評価後の取り扱い

「児童生徒による授業評価Jは自分の授業の1改善に役立てること，を旨としていま

す。そこで，「児童生徒による授業評価」の前に教師自身による自己評価を行い，

その評価と具体的に比較しながら，授業のよさや改善点を発見していくことが大切

です。また，「児童生徒による授業評価」を他の先生に提示して，より－よ一い授業づ

くりのための授業研究の資料の一つとすることも重要なことです。

さちに，授業参観日や授業公開の時に，保護者や地輝の方々に授業チェックのア

ンケートをいただくなどして評価してもらい∴授業が改善されているかどうか，児

童生徒の評価と比べることも有効です。（次貢のr授業チェックアンケート表（家庭・

地域向け）（例）J参照）

しかし，児童生徒の声がすべて反映できるとは限りません。反映でき・ない場合は

その理由をきちんと児童生徒に説明することが求められます。

授業評価による児童生徒の声から教師がどのような改善策を考えるのか，それを

児童生徒や保護者に明らかにしていくことが大切です。さらに，その改善策に対し

て保護者等からの意見を受けるとともに，保護者等が学校教育に参加し，どのよう

に学校を支えてほしいのかも，説明していく必要カミあります。学校便－り，学年・学

級便り，保護者会などを通じて児童生徒や保護者等に具体的、に捷示することが有効

です。

あくまで，この場合の授業公開の中心は，児童生徒の声を生かして教師が授業を

どのように改善したかを知ってもらうことにあります。教師に対する誹番中傷が中

心となり，教師に改善の気勢を削がせるようなこととならないよ う注意しなければ

なりません。児童生徒による授業評価はあくまで授業の改善，学校の改善，児童生

徒や保護者等からの教師への信頼へつながらなければなりません。

また，「児童生徒による授業評価」は，あくまで児童生徒の思いや願いを把握す

る方法の一手法でしかあ‾りません。このため，「児童生徒による授業評価Jだけで

児童生徒の思いや願いを把握したように錯覚してはならないことは言うまでもあり

ません。授業以外の様々な場面でも，児童生徒の声に耳を傾けながら，学校改善に

取り組んでいくことが大切です。

授業チェックアンケート表（家庭・地域向け）（例）

実施日〔年　　月 日　　曜日・第　校時〕

∴ 視 点 チ　 ェ　 ッ ク ∴ポ　 イ　 ン ト よかった　 ←　 ●→　 わるかった

ー話 ‾し 方
・① ‾授業 者の説由内容や話 し方 は明瞭甥 解 ←や すからたか －　4 － 3 ・－ ・－ 2 － 1

＠ 授業都 ま声量 と抑断 肇 急の調子を整えなが ら授業を展開 していたか
－＿4 ⊥ 3 － ・－ 2 － 1

③ ・‾授葉 音め痕の動き∴顔の表撮 細 り手ぶ 畑蔭適切であったか ＿ 4 － 3 － ・－ 2 － 1

息 考 瘍 面

① ／授業 吼　 よく間を生か し，子 どもたちに考 える時間を与えていたか 4 － 3 － ・－ 2 － 1

感 授業着 払 子 どもの考 えを誘発す るように発問や教具をエ夫 していたか
＿　4 － 3 － ・－ 2 － 1

③ 学 業着払 子 どもが考えることに行きづまった晩 上割 こ援助 していたか 、 4 － 3 「－ ・－ 2 － 1

発 ・‾周

① 授業者 の発開＿（質問＝牧 子 どもたちに とって よく理解できる内容だ ったか 4 ‾⊥⊥3 － ・－ 2 － 1

② 授尭恕のそれぞれの発 問には∴授業の展開の うえで一貫性が克 られたか
‾　＿　4 －－3 － ・－ 2 － 1

‾、◎ 便 秦勧 痍 即 細 効 こ学習意欲 をゆ さぷ るにふ＿さわ しい努力が見 られたか －
・ヰ÷ 亨一 丁－ 2 － 1

．‾机 間 巡 視 ‾‾

－① 授業着払 ．タイ ミングを心 得て数多く欄 巡視を行っていたか
4 ⊥ 3 一 ・－ 2 「－1

◎ 楔業者払 子 ぎもたちの気持ち をよ‾く考えて指名 を していたか ‾‾
‾4 十 3 － i‾ニ 2 ⊥ l

③ 授業着払 一人ひとりを生かす授業づくり■・（学習形態等）によく努めていたか 4 － 3 T－・－ 2 － ■1

′蔵　 書

・⑳ ‾授業者の板書の字‡ま正確 耳 七 か も子 どもに見やすいよ うに書かれていたか ‾
－－　－4 －－－－3 － ・－－－2－－＿l

② 授業者 lも 学習内容のふ しぶ しをよくお さえて板書するよ う努 めていたか 4 ‾－ 3 － ・－ 2 － 1

－◎ 一授 業者 の板書のタイ ミンクは適切であった申 ‾－－－－－－
∴ ヰーー 3 －†！†・1－－ 2 －† 1

＿．評 価 方法

① 授 業者は．学習指導案に示 されてい る計画にそ った授要を行 ってい たか 4 － 3 － ・－ ．2 － 1

② 授 業和 も 子 どもたちの理解度 をよく把握 しなが ら授業を展 開 していたか ー　　　　■■　●　－　　　　－・・・・■

（診 授業者事も 子 どもたちの反応に適切な櫛 穀 鑑R 情報）を与えていたか 4 － 3 － ・・－．2 － 1

窃）授 業者iも ユーモアのセンスを持 ち合 わせてい ると思 えるか 4 － 3 － ・－　 －

⑤ 授業者カ！，今 日の授業で何を学 習させ よ うとしていたか∴読み取れたか 4 － 3 「 ・－ 2 － 1

全 体 的

な

印 象

！ 授業全 体の雰 囲気　　　　 ア．教師主導 の授 業であった　 イ．子 ども主体の授業 であった

Ⅱ　 子 どもたちの様子　　　　 ア．意欲的 な授 業だった　　　 イ．消極 的な授業 だった

二・・　　　1三
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3　保護者や地域の方々からの評価

特色ある学校づくりが求められる今，地域に開かれた学校として，家庭や地域との

連携・協力を深め，一体となって子どもたちを育てていくことが大切です。そのため

には，学校は保護者や地域の方々の思いや願いに耳を偉けていくことが求めらていま

す。そして，そこで得られた声が，その年の反省課題として全職員で検討され，次年

度の学校運筆に生かされていくことで信頼される学校づくりにも貢献していくことに

なります。

さて，学校教育に最も関心があるのは保護者です。したがって，特に保護者から意

見を聴取していくことは，保護者の思いや願いを知るうえで貴重な機会となります。

また，保護者にとっても，改めて学校や自分の子どもを見つめる機会ともなります。

なお，学校行事などについては，その都度，アンケートや感想という形で実施し，

教職員による自己点検・自己評価と比較しながら考察・検討していくといった方法も

工夫していくことが大切です。

（1）調査項目や調査の具体例

調査項目については，調査対象者によってその内容が異なることが考えられます。

保護者は行事や授業参観などのたびに学校の様子を知ることができるし，子どもを

通して学校の情報も豊富に持っています。しかし，地域の方々は学校についての情

報が保護者ほど多くはありません。そこで，調査項目については，保護者用と地域

の方々用に分ける必要がある場合も考えられます。

保護者用の調査項目としては，「学校運営に関する内容」「教育活動に関する内

容Jr教師に関する内容Jr子ども・学校に関する内容」を例として挙げています。

（参考例1参照）

地域の方々用では，r学校運営・教育活動に関する内容」「地域とのかかわりに

関する内容」「子ども・学校に関する内容Jを例示し，地域とのかかわりに重点を

置いています。（参考例2参照）

調査内容については，分かりやすく簡潔であり，項目数も取り組みやすい程度の

数が望ましいのですが，それぞれの学校の実情に合わせて工夫することが大切です。

選択式の調査の場合は，『A・B・C・D』の4段階評価が適当です。これは，

5段階や3段階にした場合，中段階に意見が集まりすぎることを避けるためです。

選択式以外にも，自由記述で意見を聴取する方法も有効に活用すると効果がありま

す。

次に，保護者や地域の方々へのアンケートを参考例としてあげました。各学校で

は，教職員の評価表と照らし合わせるなど，実態に応じてさらに工夫した方法を考

え取り組んでいくことが大切です。

【参考例1】 保護者へのアンケート

（A　よく当てはまる　B　やや当てはまる　C　あより当てはまらない　D　まったく当てはまらない）

．項目 内　　　　 容 ．選　 択　 肢

学
校

運
営

に
閑

学校は教育方針を分かり‾やすく伝えている。 A　 B　 C　 D

学校は施設 ・設備の整備を十分行っている。 A　 B　 C‾　D

学校は授業参観や懇談会，面談の機会をよく設けている。 A　 B　 C　 工）

学校は保護者の方々と交流する機会を多く持っている。 A　 B　 C　 I）

学校は緊急事態 （災害 ・事故など）が発生した場合の対応を適切に A　 B　 C　 D

し

て
している。

学校が出す便り（学校 ・学年・学級便り）などの内容は適切である。－ A　 B　 C　 D

学校では子どもや家庭に関するプライバシーが守られている○ A　 B　 C　 D

教
育

活
動

に
関

し
て

学校は特色ある教育活動・を行っている。 A　 B　　 C　 D

学校はいじめや暴力のない学校づくりド取り組んでいる○ A　 B　　 C　 D

学校は子どもが十分に清楚できる行事を実施している。 A　 B　 ‾c　 D

学校は子どもの考えを取り‾入れた教育活動を行っている。 A　 B　 C　 D

学校は保護者の願いに応えた教育活動を行っている。 A　 B　　 C　 I）．

子どもの成長が適切に評価されるよう通信表をエ美しているム A　 B　　 C　 I）

教
師
に
閑

先生は子どものことをよく理解している。 A　 B　　 C　 I）

先生は子どもの学校生活全般において適切に指導している。 A　 B　　 C　 D

先生は子どもの学習について適切に指導 ・評価している。 A　 B　　 C　 I）

先生は読み ・書き・計算などの基礎学力を身に付けるために，きめ A　 B　　 C　 D

し

て

細かい指導をしている。

先生は子どもの相談に適切に応じている。 A　 B　　 C ・D

先生は家庭への連絡をきめ細かく行っている。 A　 B　　 C　 D

子
ど‾
も
と
学
校

に
閑

し
て

お子さんは学校へ行くことを楽しみにしている。 A　 B　 C　 D

お子さんは授業が．楽しく分かりやすいと言っている。 A　 B　　 C　 D

お子さんは行事や集会活動に喜んで参加している。 A　 B　　 C　 D

本校の子どもはあいさつや言葉遣いがよい。 ＝・A　 B　　 C ・D

本校の子どもには思いやりの心が育っている。 A　 B　　 C　 I）

本校の子どもは社会のルールを守って生活している。 ーA　 B　　 C　 D



【参考例2】 地域の方々へのアンケート

（A　よく当てlままる　8　やや当てはまる　C　あまり当てはまら翫－　D　まったく当てはまらない）

項 目 内 、　　　 容 選 ＿‾　択 二　肢、

学 ‾・

校

運
営

教

つ旨‡弓
括

学校 は教育方 針 を分 か りやす く＿唇 えてい る。－
‾A －′・－B ＿　 C　 D

学校 は施 設 ‘設備の塵 億を 十分行 っ てい る。 二‾－A ′　B　 C　 D

学校 は＿緊急 事態 （災 害 ・事 故 な ど） が発 生 した農 全の対応 を 連如 こ＿＿＝、一T A －－B －－－C　 D －　－
してい る。

学校 が出す お知 らせ （学校 便 り等） の内 容は適切 で　 学校 の方針 や
－　A　 ‾　B　　 C ・＿　D ．

動

に

関 ′

し

て ＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∫様 子が よく分 かる。

学疲 は い じめや 暴力の ない学校 づ く 狛 と取 り組んセい るこ 二A　 B　 －C　 D

学校 は■地域 の 自然 や文化 な どを積極 的に李 削 草取 り入れ ても！る。 ．．A　　 B　 ．C　　 D

地 ・

域

と

の
か

学校 は地域 の方々 と交流 す る機 会 を多 く持 っているム ′－　－Å　　 B　　 C　　 D ・

学校 め行 事 は地域 の人 も参加 でき るよ うに工 夫 してい る。 A　 B　 C ．D

授業 参 観や 授 業へ の 協 力 な ど気 軽 に 出か け られ る学 校 に なっ て い A　　 B　　 C　 ID
か

わ

り

に

関

し

て

‾る。

学校は地 域の廟 いに応 えた教 育活 動を行 ってい る† A　　 B　　 C　 ．D

学校 は地域 の教 育力 を積 極的 に生 かそ うとしてい る。 A　　 B　　 C L　D

地 域の行事 や活動 に対す る学校 の 協力体制 が整ってい る。 ．A　 B　　 C　　 D

子 ‾

ど学

も校
とに ■

関

し

て

・本校 の子 どもた ちは学校 へ行 く ことを楽 しみに してい る。 ■　A　 B　　 C　　 D

本校 の子 どもは あい さつや 青葉 遣 いが よい。 ．A　　 B　　 C　　 D

本校 の子 どもに は思 いや りの 心が育 うてい る。
‾‾‾‾．A ‾　B －　 C　 ‾　D ■‾‾

本校 の子 どもは社会 のル ール を守 って生活 してい る。 A　　 B　　 C　　 D

Ⅳ　外部組織による評価

1　外部紺鼓による評価のねらい

これまでも‾各学校では1「自己評価卜及び、「児童生徒や保護者・地域の方々からの

評価Jを行ってきていますが，「開かれた学校づくり十十特色ある学校づくりJの中

で，学校が主体性・自律性を確立していくためには∴個人ではなく「外部組織による

評価Jを受け，それを学校改善に反映させていくことも，これからの教育には求めら

れています。

そして，このことにより学校評価に客観性や妥当性がさらに高められ，学校が説明

責任や結果責任を果たしながら，保護者や地域の方々からの信頼をより一膚確保する

ことができ，保護者や地域の方々とともに子どもたちを育てていくことがより可能に
なると考えられます。

なお，本資料の第Ⅰ章の「3　『自己評価』と『他者評価jの考え方Jで概念規定

しているように，「外部組織による評価Jを次のように考えると，r学校評議員を活

用した評価Jが当面各学校で取組可能な評価となります。

＜F外部組偏による評価ほ（学校が評価者を選ぶ）＞

学校（教育活動を行う主体）が，学校外部（教育活動を行う主体と別の主体）

から評価者を選定・組織化し，学校評価を実施する。例えば，学校評議員を評価
者とする場合などは，これに該当する。

2　外部組織による評価によって期待される効果

「外部組織による評価」を実施することによって期待される効果には，次のよう

なことが考えられます。

【r外部組針こよる評価Jを実施することによって期待される効果】

ア　自己点検・自己評価を多面的・多角的に補足し，学校評価活動が充実する。
イ　学校運営の透明性をより一息高め，学校に対する理解と信瀬を高める＿ことが

できる。
り　自己評価と関連させて考察することにより，評価結果の客観J性や妥当性を高

め，教職員の意識改革が進む。
皐　学校に対する保護者や地域の方々の声を具体的に把握でき，教育課程の編成
や実施に反映させることができる。

オ　学校と保護者や地域の方々とが意志疎通を図ることにより，責任の分担と連

携協力を推進することができる。

3　評価項目

○教育目標や教育方針

○児童生徒の状況・活動

○学習指導と評価

○保護者・地域との連携

○特色ある教育活動

○開かれた学校づくり

○体験的な活動　　など

「外部組織による評価Jに関する評価項目は，教職員

が行う「自己評価j　の項目と同様なものを設定し，教職

員と同じ視点で評価を行うことも考えられますが，効果

的な評価とするためには，重点的に焦点を絞って項目及

び項目数等を設定するなど，学校の実態に応じて工夫し

ていくことが大切です。（左図参照）

なお，外部評価者が学校評価にまだ不慣れな現状を踏
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まえると，r外部組織による評価Jの項目の設定主体を一挙に外部評価者とするより

は，学校があらかじめ提示した項目や質問内容に基づき評価することが適切です。しか

し，もちろん外部評価者が，学校の実情を理解した上で，学校教育の現状や学校評価の

手法，さらには組織マネジメントに精通している場合は，外部評価者が独自に項目等を
設定したりすることも可能です。

4　外部評価者についての留意点

外部評価者による適切な評価を実施する場合，次の4つの視点に留意することが大
切です。

①　組織を構成する場合，客観性を確保する上で，外部評価者は，保護者，地域

の方々，学識経験者等でバランスよく構成することが大切である。そ、の際，学

校評議員を活用することもーつの効果的な方法である。

②　外部評価者は，通常の教育活動や学校行事など，年間を通じて適宜学校を訪

問し，事前に学校の様子を理解する機会を設定する。

③　学校は，外部評価者による外部評価委員会を設置し，適宜，「外部評価」に

関する協議会などを開催する。

◎　学校は，教職員による「自己評価」，「児童生徒や保護者地域の方々からの

評価j　の結果を提示して，それについての意見等を外部評価者から受けること

にも留意する。

5　評価の手順

r外部組織による評価」の手順については，第Ⅱ章～第Ⅲ章までに記述されている

亨柄と基本的には同じですが，それを「P（計画）→D（実行）→C（評価）→A（改

善・更新）」のマネジメントサイクルの中で位置付けると，それぞれの段階での学校

と．外部評価者の動きは次のように概括することができます。

また，「外部組織による評価」を実施する場合の体制としては，外部評価者で構成

する　r外部評価者委員会」と教職員で構成する「学校評価委員会」とが次の図に示し

た構造の中で効果的に機能するよう留意していくことが大切になります。

外部評価者委員会
（外部組織）

＜構成＞
○外部評価者

P T A

地域団体関係者
学識経験者など

＜開催＞
年数固

経営方針，内部から評
説明・報告

評価結果の説

学校評価委員会
（内部組織）

＜構成＞
○教職員

校長，教頭，運営
委員会のメンバー
など

＜開催＞
年数回

6　学校評議員による学校評価の在り方

現状の中では，「外部組織による評価」として，各学校で取り組むことが可能なも

のは学校評議員による学校評価ではないかと考えます。

（1）学校評議員の役割

学校評議員とは，これからの学校において，子どもたちの「生きる力j　をはぐく

み健やかな成長を促すため，主に次の3点に関わる役割からなり，それらが　r学校

としての説明責任・結果責任を果たす」ことに結び付けられる制度のことです。

そ甲3点とは，

ア　保護者や地域の方々の意向を把握・反映すること。

イ　保護者や地域の方々の協力を得ること。

ク　学校運営等の状況等を周知すること。　　です。

また，このことからも明らかなように，学校の実情や教育活動等について，学校

評議員による理解が進むにつれ，学校の取組に対する具体的な意見や評価が可能と

なります。また，学校評議員に対し，学校としての説明責任を果たすことは，教育

活動に関する情報の積極的な公表にもつながります。

下表に示すとおり，現在，仙台市立幼稚園や各学校のほとんどで学校評議員が設

置されており，今後，その効果的な活用が求められます。

学校評議員により活発になると期待される教育活動

◎　特色ある学校づくりの推進
校長が，保護者や地域の方々の意見を聞き，教育方針や計画などを自ら決定

し，地域に根ざした特色ある学校づくりを進めること。
◎　体験学習などへの支援

「総合的な学習の時間J等の体験学習を進めていくために，保護者や地域の
方々の協力を得ること。

◎　健全育成における連携
社会生活のルールなどを身に付けさせ，思いやりのある豊かな心をはぐくん

だり，非行を防止したりするこ■と。

☆　　　平成14年度仙台市立学校評議員実施校数　　　　☆
仙台市立幼稚園…・3園　　　　仙台市立養護学校・・・1校
仙台市立／j、学校・・119校　　　　仙台市立高等学校・・・3校
仙台市立中学校・・・62校　　　　＜平成15年2月5日現在＞
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（2）平成13年度仙台市学校評価に関する研究委員会の報告書から

下の表にあるよう鑑，学校の教職員以外による学校評価の必要性への認識が高ま

ってきています。また，同時に学校評議員への も深まってきていると考え

① 自己評価以外 の学佼 評価卑必要性　　 ②評衝 をお願いする人 （複数回各）

　 小学校 中学校．

必 要　 －2 2′％ i o ％ ・

出来れば必要 6 7 ％ 8‾0 ％　　0　 0

小学枚‾中学校 高等学校 ■

学政評革眉 ヰヰ■％ 1■・－4■－％二・ ．‾、5．％・－

保　 護 一考 ．ケd′％ ′．2 9 ‾％ 云鱒％

地　域　 住∴民・－－・不必要 ・－その他 1 ■1 弘 一1 0 弥
（平成13年度鋸沌引ほ射場する研究委員会による榊義経員

へのアンケートによる．：アンケート美臥乱小学校2了3名，・
中学酎 83軋 嘉郎 7摘）

－‾‾＿6 ‾3‾％‾‾‾∴‾0 ％‾‾ ○
児華又さま生徒 ≠蜜－％′ 5 7 ％ ．■畠．■5‾％

その他 4 ＿％二て二 ′＿・＿′0 ‾％ 1 9 ％ ．

（3）学校評議員による学校評価

学校評議員の役割からも分かるように，学校評義貞の設置そのものが，保護者や

地域の方々と学校との連携を組織化することにる　r外部評価Jの実現に一歩近づく

ことになると考えられます。

しかし，現状から，教職員に求めるような学校評価を学校評議員にも実施できる

までには，本章（第Ⅳ章）の「4　外部評価者についての留意点」で説明している一

点に配慮しながら継続的・段階的に取り組んでいくことが大切になります。そのた

め，様々な枚会をとらえて，意見を聴取していくことが大切です（下表のA中学校
における事例を参照）。

また，「自己評価」の結果や学校が主体となって児童生徒や保護者・地域の方々

から聴取した意見等を学校評議員に提示し，学校改善に向けての意見等を求めるこ
とも考えられます。

その継続的・段階的な取組によって，学校評議員は外部評価者としての力量や資

質を向上させていくことになり，本章の「3　評価項沌＝に－あるような－r外部評価J－

の充実に結び付いていくことになります。

■‥‥…‾‾●●‾…‾‥‾‥●‥‾●‾‾一－‾…‾‾一………‾…●‥‾－‾‾…‾‾…‾●‥…－－‾‾‾…‾‾‾‾‾‾‾‾…‾………‾‾‾‾●●‾‾‾－…‾‾ヽ

l

A中学　で実施した学校評　員による授業参　でのアンケート項目例（　…
1．全体について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

I

①　学校の環境美化について　　　②　授業参観の時間割や内容について　：

③　授業参観＿の実施時期について

2．生徒について

①　生徒全般について　②　授業態度について　　　③　その他

3．教員の指導について

①　指導内容について　②　指導法について　　　　③　指導全般について

4．その他お気付きのことがありましたら書いて下さい。
し．－＿＿＿＿＿＿＿……．＿＿＿‥＿＿●‥．－
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評価倦果等の公表と学校改善への活用

1　年度当初の目標説嘲 と結果公表の必要性

今日，学校，家庭，地域等を含めた社会そのものの在り方は大きく変容し，学校教

育の質的改善が求めらる時代となってきています。学校が保護者や地域の方々等と連

携協力して教育活動を展開し，その期待や信頼に応えていくためには，学校の運営責

任を明確にしていくことが必要となります。

そのため，学校内部において臥　常に全体を見直すとともに，学校外部から積極的

に意見を取り入れて反省点を確欝し，保護者や地域の方々等の要望に応え，よりよい

改善を図ることが求められています。また，これからは学校の教育方針や教育計画，

学校の抱える課題等を，積極的な情報の掟供・発信によって外部に説明していくこと

が重要です。

このような視点から，学校は，自校の教育活動及びその他の学校運営の状況につい
ヽ

て，保護者や地域の方々等に対して積極的に情報を提供し，教育活動のすべてにおぃ

て，分かりやすく目に見えやすい説明を行う責任を負っていると言えます。

客観性や妥当性のあ右データや資料を整えつつ，様々な教育活動の達成度を確認・

擾示しながら，年度当初に保護者や地域の方々等に対する説明責任をしっかり果たし，

理解と協力のもと強固な信頼関係を構築していくとともに，日常的な教育活動の充実

を図っていくことが，これからの学校運営の大切な取組となります。

2　公表や説明や方法

・評価結果等の公表については，小学校設置基準（中学校及び高等学校もこれに準ず

る）によれば，多くの保護者や地域の方々等を対象にすることができるよう各学校に

おいて適切な方法を工夫することが革められています。具体的な方法としては，例え

ば，・学校便りの活用や各種説明会の開催，学校のホームページへの掲載等が考えられ

ます。

いずれ申場合も埠筆者や地域の方ケ筆が＿冬季対象となるため，分かりやすさを第一

に考えるごとが大切です。特に，学校や教育関係の用語を使用する場合は，簡単な注

釈を付けるなど，情報の受け手の立場に立った公表を工夫することが大事です。

なお．評価笹果筆はできろだけ速やかに公奉＿されるべきですが，＿公表の隼方に？い

ては，各学校で十分に話し合い，学校評価の意義が理解されるような方法を考えてい

くことが必要です。

○学校便り

これまでも，多くの学校で学校便り等を通し，学校教育目標，年度重点目標，学校

行事の紹介など定期的に情報を提供して公表・説明をしてきています。学校評価結呆

等についても，同嘩に評価実施後の学期末や年度末に公表することが考えられます。

また，特集号として掲載する方法や評価結果のお知らせコーナーを設けて掲載する方

法などがあります。

○各種説明会

主に保護者を対象にしたものと地域の方々等を対象にしたものとが考えられます。
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○保護者を対象としたもの

PTA総会やPTA役員会，学年・学級懇談会など

卿等を軋象としたもの
地区懇談会，地域の各種団体との懇談会や協議会，学校評議員など

説明会のメリットは，説明に対するフィードバックが直ちに行われる点です。質疑

応答や意見交換を通し，学校の教育方針や教育内容に関する理解が深まるとともに，

その後の学校運営の改善の方向性を見い出すことができます。

○学校ホームページ

近年，情報化の進展とともにホームページを開設する学校が多くなっていますが，

学校評価結果等についてもホームページ上に掲載することが考えられます。また，電

子メールで寄せられた様々な意見を整理し，追加掲載することも可能です。

ただし，学校ホームページを活用することは，学校周辺地域をはるかに超えて，日

本中そして世界中の不特定多数の人々に情報が提供されるという特徴があることを心

得ておくことも大切です。

3　評価結果等の学校改善への生かし方と報告

（り　評価結果等に対する意見

評価は実践の改善のためにあるという認識を共通のものとするために，評価結果

等から具体的な改善策を教職員全員で検討する時間が必要です。また，そのために

も評価結果等を保護者や地域の方々等に公表・説明することにより，学校評価の客

観性や妥当性を高めていくことは，学校の課額等をよりいっそう明らかにすること

にもつながると考えられます。

評価結果等について，より多くの意見（情報）を聞く（受信する）ためには，児

童生徒，保護者，地域の方々，学校評議員等から意見を聴取する場を設けることが

大切です。その際，直接口頭で聴くほか，前項に述べたようにインターネット，各

種質問紙，アンケート，懇談会等での話額や情報などによる方法が大変有効と考え
られます。

寄せられた意見等には十分に耳を候け，それを学校経営方針策定に向けての重要

な情報として活用することは，特色ある学校づくりや学校の活性化，教職員の資質

の向上等にとって有効であるだけでなく，学校への倍額感を一層高めることにもつ
ながります。

（2）学校改善に向けての活用

評価等を実施した限りは，傾向だけを把握するのではなく，改善すべきところは

積極的に改善していく姿勢が必要です。その際，課題を明確化し，重要課題を重点

的に推進することが重要です。また，対応できるところから策を講じることも大切

となります。改善策を検討・実施するための時間を確保し，教職員が組織的，一体

的に改善に取り組めるようにすることが肝要です。

学校評価の実施によって得られた情報，及び，評価結果の公表により得られた保

護者や地域の方々等からの意見に基づいて学校改善に取り組むことになりますが，

その場合，職員会嵩や学校評価委員会等で明らかになった課題は，十分検討を重ね

て対策を立て，rすぐに改善すべきもの」については，改善への方策を明らかにし，

学校便りや学年便り等で公表していく。「中・長期的に改善していくもの」につい

ては，次年度の重点目標に入れたり校内共同研究のテーマに位置付けたりしながら

改善を図り，方策を明らかにし，公表していくことが大切です。

なお，評価結果等の公表においては，保護者や地域の方々等と今後の学校教育の

在り方についてともに話し合い，考えるための共通の資料としていく視点も重要で

す。公表しただけでは，無責任な学校批判だけを生むことになりますので，常に児

童生徒を中心に据えて議論できる状態で公表することが有効な方法です。

学校の役割，保護者の役割，地域社会の役割を明確にしながら，子どものために

お互いが何をすればいいのかを明らかにしていくために，PTA総会や学年・学級

懇談会等で今までとは違った開催の工夫や話合いの場を設定していくこともーつの

方法です。そして，学校のみならず，保護者，地域の方々等がそれぞれの自主性や

自律性を発拝．して，教育に取り組んでいくことへの重要な確認の機会としていくこ

とが大切です。

これらは教職員にとって，児童生徒や保護者，地域の方々等の思いや願いに耳を

偉けることになり，日頃の取組に対する考え方を見直し，意識を自然な形で変革し

ていく機会となります。さらには，教職員の前向きで真筆な姿勢を培っていくこと

にもなり，教職員組織の活性化と資質の向上を図ることができるものと考えます。

（3）学校改善への活用事例

学校評価等の結果，及び公表した評価結果等への意見などを学校改善に向けて活

用した事例として次に幾つかを挙げました。今後，各学校の実態に応じて改善への

取組を様々に工夫していくことが大切です。

0学校評議員の意見に基づく活用

①登下校時の安全指導の必要性の提案　⇒　「交通安全指導」の実施

②学校の取組をアピール　⇒　生徒の各種活動成果の紹介と福祉活動の実施

③表現力を身に付けさせる必要　⇒　宿泊研修と自然体験の実施

0児童生徒の意見に基づく活用

①携帯電話は学校に不要との声　⇒　携帯電話持ち込みゼロ運動を展開

②自主学習の場がほしいとの声　⇒　5分間の朝学習と15分放課後学習の

実施

③肩掛けカバンは歩きにくく危険との声　⇒　背負いカバンへ変更

0保護者や地域の方々の意見に基づく活用

①部活動に地域人材の活用をとの声　⇒　学校支援ボランティアの導入

②国際化に対応する活動をとの声　⇒　小学校でのALTによる英語活動や
留学生との交流会の実施

③生徒の活力低下の指摘　⇒　他中学校との合同宿泊研修，部活動合同練習

実施，社会体験や自然体験活動の充実



【関係法親から】
【資　料】

Ir今後の地方教育行政の在り方についてJ（答申）
中央教育審議会　平成10年9月21日

（抜粋）

学校が地域住民の信頼にこたえ，家庭や地域が連携協力して教育活動を展開するためにfも
学校を開かれたものとするとともに，学校経営責任を明らかにするための取り組みが必要であ

る。このような観点からご学校の教育目標とそれに基づく具体的教育計画，またその実施状況

についての自己評価を，それぞれ，保護者や地域住民に説明する土とが必要である。

Ⅱ「児童生徒の学習と教育課程の実施状況の評価の在り方についてj（答申）
教育課程審機会　平成12年12月4日

（抜粋）

第4章　教育課程の実施状況等から見た学校の自己点検・自己評価の推進

ア　各学校が，児童生徒の学習状況や教育課程の実施状況等の自己点検・自己評価を行い，

それに基づき，学校の教育課程や据導計画，揖導方法等について絶えず見直しを行い改

善を図ることは，学校の責務である。

イ　各学校が行う自己点検・自己評価の内容として軌教育課程の編成状況・実施状況，

指導方法や持導体制の工夫改善の状況，児童生徒の学習状況等があるが，具体的項目，

方法等は，各学校や設置者が地域や学校の実態に応じて適切に工夫する必要がある。

ウ　各学校における自己点検・自己評価に当たっては，学校評読員制度を活用することな

どにより，結果を保護者や地域の人々に説明することが重要である。また，点検・評価

の実施に当たっても，保護者や地域の人々の声を参考に進めることが大切である。・

エ　今後，各学校における自己点検・自己評価が適切に行われるよう，関係機関において

一　自己点検・自己評価の内容，方法，公表の在り方等についての研究開発を獲めることが
必要であり，それらに基づく各学校での実践を進めることが期待される。

Ⅱr小学校設置基準及び中学校設置基準の制定等についてj（通知）
文部科学事務次官　平成14年3月29日

（抜粋）

1　制定等の趣旨

（2）小学校設置基準及び中学校設置基準に自己評価等及び情報の槙極的な提供に関する規定

を設ける趣旨

平成14年度からの新学習播導要領の全面実施や完全学校退五日制の実施等を踏まえ，

小学校等が保護者や地域住民尊の信頼に応え，家庭や地域と連携協力して一体となって児

童生徒の健やかな成長を図っていくためには，教育活動その他の学校運営の状況について

自己評価を実施しその結果公表するとともに，それに基づいて改善を図っていくことが求
められる。また，開かれた学校づくりを推進し，学校としての説明責任を果たしていく上

で，小学校等が保護者に対して積極的に情報を提供することが必要である。このため，こ

うしたことを一層推進していく観点から，小学校設置基準及び中学校設置基準に、自己評

価等及び情報の積極的な提供に関する規定を設けるものであること。

2　設置基準の概要

第2条（自己評価等）

小学校等臥　その教育水準の向上を図り，当該小学校等の目的を実現するため，当該小
■弁
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学校等の教育活動その他の学校運営の状況について自ら点検及び評価を行いiその結果を

公表するよう努めるものとしたこと。

2前項の点検及び評価を宥うi；当たっては∴適切な項目を設定して行うものとしたこと。

第3条（情報の積極的な提供）

小学校割も当該カ、学校等の教育活動その他の学校運営の状況たっいて，保護者等に対

して積極的に情報を提供するものとしたこと。

3　留意事項

（2）自己評価等（第2条）

①　小学校等において軌　それぞれの学校や地域の状況等に応じて，適切な方法により教

育活動その他の学校運営の状況について自ら点検及び評価（自己評価）を行い，その結果

を公表するよう努めること。この場合，学校の状況碇応じて適切な校内体制を整えるな

ど，校長のリーダーシップの下，全教職員が参加して学校全体として評価を行い，教育

活動その他の学校運営のこ改革を図ることが重要であること。

⑧　自己評価を行う対象として軌　例えば，学校の教育目標，教育課程，学習指導．生徒

揖導，進路指導等の教育活動の状況及び結果，校務分掌等の組機運営等が考えられるこ

と。

③　自己評価を行うに当たっては，学校の教育目標を膝まえ，適切な項目を設定し，それ

に応じて評価をおこなうこと。

◎　自己評価を行うに当たって臥　その評価結果を教育活動その他の学校運営の改善に活

用できるよう，年間を通じて計画的に行うことが望ましいこと。

⑤　評価結果の公表方法について軌　各学校において∴例えば，学校便りの活用や説明会

の開催，インターネットの利用など，多くの保護者や地域住民等に公表することができ

るような適切な方法を工夫すること。

⑥　学校や地域の状況毎に応じて，自己評価だけではなく，保護者や地域住民等を加えて

評価を行ったりする工夫も考えられること。その際，学校評尭員制度を導入している場

合に札　その適切な活用も考えちれること。

（3）情報の積極的な提供（第3条）

①　小学校等においては，その説明責任を果たす観点から，それぞれの学校や地域の状況

＿等に応じて＿，教育法赦その他の学校運営の状況について，保護者や地域住民等に対し積

極的に情報を提供するようにすること。

②　提供すべき情報として軋　例えば，学校の概要，教育目壕，教育課程．教育活動の状

況などが考えられること。

③　情報を提供する方法については，各学校において， りの活用や説明会

の開催，インターネットの利用など，多くの保護者や地域住民等に提供することができ

るような適切な方法を工夫すること。

Ⅳr仙台市立学校の管理運営に関する規則」
（学校の自己評価等）

第23条　　校長は，学校における教育活動について評価を行い，その結果を保護者等に説明

するものとする。

2　　校長は，学校における教育活動について，地域に対する広報に積極的に努めるも

のとする。

－34一



【資　料】
出典：「教職研修J2002．1教育開発研究所

く総合編》　く製作〉学校経営診断研究会〈代表＝救　昌見〉

この診断カードは、Ⅰ目的的要因、Ⅱ組織運営的要因、Ⅶ人間的要因、Ⅳ組織風土

的要因の4要因について計側の診断項目が設定されでいます。所属教職員に配布し、右欄の評価点の該当する侍

所に○印をつけてもらいます。評価は1三そのとおり、3＝どちらともいえない、5＝全くちがう、を基準にし、

その中帝を2、4とします。

要因 隠 診　　　　 断　　　 ．項　　　　 目 評　 価　 点

、I 1

2

3

4

5

6

7

る

9

10

この学校で は、計画が予定 とお り進行しないことがあり、因ったことだと思 っている。 1 －2－3 二4－5

異教 この学校で は、惰性でやっている ようなことが多 く、どうもまずい と思って．いる。 1 －2－3 －4－5

現育

化 8
この学校 では、仕事の能率が寒 く、これではいけないと思っている。 1－2－3 －d －5

に標 この学校 では、今、進め ているこ とよ りも、 もっと大切 な重点があるので はないかと■思 っている。 1 －2－3 一句－5

つ● 自分のやっている ことが、 はた して、この学校のためになっているか どうか、気になっている。 1－2－3 －4－5
い経

て営
自分のやっていることが、学年や分掌などとの関連で、どのように役立っているかわからないでいる。 ユー2－3 －d－5

方 この学校 では、 目標、方針が どうもはっきりしないと患 っている。 l －2－3 －4－5
針

と
他の部門 1 学年、教科、分筆 など）からの注文 ・要望 などについては、無関心になることが多い。 l －2 －3 －4－5

そ この学校 では、 目標や計 画を達成 していない面が多いと思っている。 1 －2－3 －4－5

の この学校では∴全校の目標や計画の達成に対する関心が うすいと思っている。 1 －2 －3 －4－5

ロ 巴

12

1き

14

15

16

17

18

19

自分の仕事の結果がうまくいったのかとうか、個々には考えているが組織のうえでは、とうもはっきりしないと感じている‘ 1 －2一・3 －′l－5

租姦 仕事のうえで、必要な横報を求めるとさ、どのよう一にやったらいいか、誰から－恥、たらいいかわかちず、とまどいを感じている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● 1－2 －3 －4－5

織育

・課

仕事の計画や内容が、いつ、とこで、どの ように してたてられるかわか らないでいる。 ユー2 －3 －d－5

枚程 関連する仕事 をしている他の人との仕事上の調整が、とうもうまく．いっていない と感 じてい る。 】－2 －3 －4－5

務 ．

分数

掌育

意見の対立はいいが、決定は押 しつけられることが多 く、不満を感 じている。 1－2 －3 －4 －5

仕事の担当が はっきりせず、とまどった・り、 ときには、 トラブルをお こし、いや な思いをしている○ 1－2 －3 －4 －5

に議 仕事についての蒋示や報告のルー トが、．はっきりしていない と感 じている。 】－2 －3 一疇－5

つ動

いと
分掌 iこよっては、仕事の （質、畳）面か ら考えて、人員が少なすぎると思ってい る。 1－2 －3 －4 －5

て蓬

曹

仕事 をすすめるうえで、 もっ と多 くの人の意見を求めてもらいたいと思 っているこ l－2 －3 －4 －5

責任 の範囲があいまいで、 どこまでやったらいいのかわからず とまどいを感 じてい る。 1－2 －3 －4 －5

＝ 21

22

23

24

：方

26

27

28

29

30

学校での意思決定に参蘭する人、意思決定の方法などについて、これでいいのだろうかと疑問に思っている。 l －2 －3 －4 －5

い仲 企商 や推進の仕方について とまどいを感 じた り、疑問に思っている。 1 －2 －3 －4 －5

て向

関

係

や

役

割

舟

担

に

つ

他の部門か らの逮絶ゃクレームなどが整理きれないで、勝手なルー トがで きて困る。 l －2 －3 －4 －5

自分のアイディアを生かすために、上司 ・先輩が他部門へも、もっと胸きかけて くれたらと思っている。 1 －2 －3 一寸ー5

身分の仕事やボス り こつ いて不満に思 っている○ 】－2 －3 －4 －5 ．

仕事 にや りがいを感 じない、「こんなことを長年 していていいのかなあJ と疑問に思 っている。 l－2 －3 －4 －5

熱心にやって も 「ほんとうに認めて くれ るのか」と疑問に思ってい る。 l－2－3 －d－5

この学枚で仲間 と働いていることがなんと‾な く面白 くなく、丸がの らないでいる。 l－2－3 －4－5

この学校 の人たちには、仕事 を連行するのに必賃 な能力が不足 していると思 う。 1－2 －3 －4 －5

仕事を変えられや しないか、無理な要求をされや しないか と不安であ る。 1－2 －3 －4 －5

Ⅳ 31

32

33

34

35

36

37

3島

39

40

この学校でほ、仕利 こ必要な知独や技能を積嬢的に伸ばそうとする気風が少ない。 1－2 －3 －d －5

つ学 この学校では、意見ヤア イデイアを出 しても、 これをと りあげて生 かすこ とが少なす ぎる。 l－2 －3 －d －5

い校

て全

体

の

雰

歯

気

や
R
丸
凰

に

この学校では、すす んで模範を示 した り、お互いにい ましめあ うきびしさが少ない。 l－2 －3 －4 －5

この学校では、－意 見せ率直に述べ られるような気風が少ない。 1 －2 －3 －4 －5

規則づ くめで、か たくる しく∴もっと自由に拗けた らと思っている。 1 －2 →3 －4 －5

コ ミュニケーシ ョンの漁れが、どこかで とぎれているのではないかと思っている。 】－2 －3 －4 －5

この学校では、仲 間のあいだに相互不膚があ り、なん とな くいやだなあと感 じている。 1 －2 －3 －4 －5

グループ間や他離門との対立があるため、仕事がや りに くいことが多い。

この学枚 には、賢任 を舷嫁する風潮がある。 t－2 －3 －4 －5

この学校 には、他 の部門の仕糾 こ横槌的に協力 しようとする雰囲気がない。
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開かれた学校づくりや特色ある学校づくりへの取組の中で，教育情報を積極的に公
表しながら学校が説明責任及び結果責任を果たしたり，学校運営の改善に向けて学校

評価を効果的に機能させていくことが求められています。
そこで，各学校が学校評価に取り組んでいく資料として学校評価に関する手引きを

作成いたしました。編集に当たっては，教職員による自己点検・自己評価を中心とし
ながら，他者評価等についても検討いたしました。ぜひ，学校運営の改善に向けてご
活用いただければと存じます。

最後に，編集に当たって，ご協力いただきました関係各位に衷心より御礼申し上げ
ます。


